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＜連絡事項＞

・ＯＴスタッフが欠勤のため、今週の病棟での作業は見合わせとなります。

＜患者様連絡事項＞

・澤田　真理様～環境療養調整のため、東Bユニットから西Aユニットに移動となる。

・嶋守　京子様～採血の結果、白血球・ＣＲＰ高値のためセフトリアキソン2ⅴ＋

生食100ml　7日分処方となる。

・柿本　榮子様～3/1の10時半から家族面談の予定。家族は面談後、退院を希望。担当医へ報告し、外泊訓練を勧める様指示を受けている。

・松原　輝子様～LTセットＣプラン。オムツなし。持参の点眼薬は使用許可となる。

＜隔離患者様ケース検討＞
・小林　浩哉様～終日隔離中。2時間の開放観察実施。常に、ちらしの帽子をかぶって

過ごしている。食事は詰め込み・むせ込みなく自室で摂取できている。

引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう援助していく。

・澤村　彬　様～時間隔離中。開放観察中も自室で過ごす事多くみられる。他室侵入や迷惑行為なく経過している。

引き続き、症状の観察を行い、処遇改善が図れるよう看護ケアをしていく。

＜要注目患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～女性スタッフへの話掛け多く、喫煙時にはガラスを叩く事頻回に見られている。その行為に対しては「神がやれといっている」という、発言聞かれている。担当医へ報告し、ドクマチール(100)3T　3×ndE/2T処方となっている。引き続き、精神症状の観察をしていく。

・新町　徳雄様～体温37℃台で経過。酸素飽和濃度92％。食事は、溜め込みあり嚥下状態不良。引き続き、全身状態の観察を行い、安全な療養の提供を行っていく。
・池野　功一様～本日9：30より、バルーンカテーテル抜去。以後自排尿見られている。食事はむせ込みなく全量摂取できている。引き続き、全身状態の観察を行い、安全な療養の提供を行っていく。

・寺地　啓喜様～易怒的となる事なく、採血も許否なく実施している。引き続き、精神症状の観察をしていく。

＜深澤Ｄｒ診察＞

・大久保　すい様～被毒妄想・誇大妄想は変わらず続いている為、ロラゼパム(0.5)3→6Tに増量となり、リボトリールは止めとなる。

・中市　正治様～糖尿病である為、ジャヌビア追加。独語活発・不眠である為、デパケンＲ、ブロチゾラム追加となる。

・池野　功一様～臨時薬リスペリドンが再開となる。血尿が続くようであれば、泌尿器科受診を検討していく。また、身体拘束解除を勧めていく。
・阿部　わかえ様～12月中旬より、ボランティア活動を通して落ち込み始めたと話す。

入院は3ヶ月間の予定と説明を受け、本人納得している。

＜新入院患者様＞

日時：2月15日　14：30

　病棟病室：東病棟Cユニット4号室

　　　氏名：嶋守　與之様

　生年月日：昭和4年12月11日　　87歳

　　　性別：男性

　　主病名：混合型認知症

　　合併症：左大腿骨転子部骨折

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：伊藤Ｄｒ

（経過）

　平成28年11月23日認知症治療のため当院入院となった。　平成29年1月8日転倒し、1月11日室岡整形外科受診。八戸　整形外科紹介され同日手術目的にて同院へ入院。

　1月26日骨折観血的手術施行し現在術後リハビリ中。術後経過良好であり、2月9日抜鉤。引き続き認知症治療継続のため平成29年2月15日14：30東病棟Ｃユニット入院となる。

· Cプラン　オムツ①

· カードなし

· 家族洗濯

· インフルエンザ予防接種→明日（2/16）接種予定。

